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簡単な霧水量自記装置の試作(第 1報ア

描富孝治，田畑忠司州

I.序言

霧のZ象報共他の見地から霧θ費生同童文や持績時間等を正確に知る事は望ましいととであり，乙

れにはどうしても霧要素の連績観測が必要である・筆者等は此の見地から霧の重要主主要素5士ぢー
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である霧7.K宣を自記する簡単注装置D製作を

試みた.理位容債の~気中に含まれる霧水量

に就いては，既tて種々の測定方法が考案せら

れているが，此等の測定の精度と同等の精度

を持つ由記装置を作Q事は仲々困難である.

叉自記装置は堅牢で、おわ取扱いが簡便であ

ることが望まLい.従って筆者等の今岡の試

みは，此の第1段階として精度は問題の外に

置いて，只以下に述べる様た極めて簡単主主装

置で霊水量の由記観測がEの程度まで、可能で

あるかを吟味LIと・

11. 装置並~rこ結果

装置の概略は第1園に示す通りでるって，

蹟さ凡そ 34cmx27 Cmの金網(針金の直径

O.08mm，目の間隔Q.311川位)2枚を1白川位

の間隔に聞の如く鉛直に立て金網の酉が風向

に直角に向〈様に矢洞を附した.金網に捕捉

せられた霧水は自記雨量計の記録装置に導い

て自記せしめた.今此の装置に工り車位時間

報 北海道大事低担科療研究所業績芸者25盟主.Takaharu FukutomJ， Tadashi Tabata : A Simple 
SeIf-recording Apparatus for the Liquid Fog Water Contents in Natural Fogs. 
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に捕捉せられる霧水量 Zは，宰気の車位容積中の霧7Jく量をお，通過空気量を V，金網2枚に依

る捕捉率を Pとすれば，

Z=pVx ( 1 ) 

である.然るに記喜静民上の単位時間中の曲椋の上昇量yは， Zに比例L，通過空気量Vも風速が

あまり大き〈主主ければ近似的には風速Vに比例する.叉金網2枚による捕捉率Pは巌密には勿論

霧粒の大きさに工って異るが，今径数μ~数十μの霧粒に封してはpは凡そ 0.8-0.9位の略E

定の値を示すので近似的に之を常数と見倣せば，結局

x=k _Y 
v 

(2 ) 

たる近似的関係がある.此漫に kは比例常教である・従って kの値を一度求めて置けば，記長持民

第 2園

上から讃み取うたタの値とその時の風速Mとから車位容積中の霧水量mを近似的に求めるととが

出来る理でるる.

風速はロビンソシ風力計に依って白記し kのf直はガ戸ゼ主に依って求めた霧水量mと，その

時の一?の値とから

此の装置を昭和1臼9年9月北海道=セコ山頂tに乞設置Lて霧7水k量を白記せしめた1言記己持録、を示ぜば第

2圃の如くである.園の縦軸は積算霧水量で，横軸は時間である・記録中曲棋が水平に主立ってい

る部分は霧の無いことを示し，曲棋が上昇している部分は霧の存在を示L，単位時間中の曲紘の

上昇量jJ~霧水量を示すので、ある.記録では資際の霧とは凡そら-105子位の位相の遅れを示す.

此の記録より見れば此の間車主主装置で、霧の治長を知るととは，充分可能で、ある.例えば固に於

て傾到の具たった直椋部分の集合から成っている様に見えるのも一様主主霧水量を持つ気流の通過

(1) 調官孝治，椅 宏， m畑忠司:籾自に依る霧7]C量の測定法について.低温科事，第2韓(昭和24左手)，
p. 77-83. 
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第 3圏 第2闘を皐イ立容積中の霧水量に換算せるもの

を示して興味深い.第2闘の{直に (2)式に依り風速の影響を考慮して車位脊積中の霧水量mを求

めて園示すれば第3園か得られる.

111.結語

此の簡1il主主装置に依っても霧の消長の~略を知るには充分であるが，完全友ものとするには併

以下の諸賠を改良，検討の必要がある.

( i ) 感度を良くするために自記雨量計装置の貯水槽の断面積を小にする乙と，叉捕捉L得る

霧水量を増すためには (1)式に示される如く pVの値を大とする乙とか必要で‘あるが，金網の商

積をあまり犬とするととは強虞の賄から許され注い.金網の目を小にすれば pは大とたるがVが

小と主主り，目を大とすれば Vf士大と主主るがpは小となるので，網目を遁首に選捧して，}lVの値

が極大に近い様主主所を使うのが能率が良いとと.

(ii) 雨混りの霧の場合p 雨の影響を除去し，且金網があるために起った空気の流線の損散の

ために金網を避けて通る可き宰気中の霧の一部が金網に叩き込まれたり，乱流のために霧が附替

する恐れがあるので此等の影響を取除くために金網を水平友短い筒の中程に入れるととが望ま

Lい乙と・叉風速の強い場所で、は網目についた霧7.Kが風で、飛去る恐れがあるので上速の筒の口を

少し絞る必要があるとと.
(2) 

将来以上の諸離を考慮して改良が進められるたらば，霧水量由記計として充分利用し得る器械

が得られるものと信守る女第である.

本研究は文部省墜術研究舎議霧研究班の仕事の一部として，中谷教授の指導の下に行はれたも

ので、ある.

(2) 指富孝治，回畑忠司:自記霧7F計百2試作(第2報)，低温科事p 第4輯(昭和23年)， p.43-50. 


